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ケアマネジメント手法

②地域づくり

（大きなケアマネ）

①個別的な支援

（小さなケアマネ）

相談員

相談者

プラン

協働

アセス

情報

本人・家族の幸せづくり

地域を基盤としたソーシャルワーク

コーディネーターの役割とは？
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共
生
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会

社会資源開発整備



アセスメントの目的(潜在化ニーズ)

3

家族

経済

住まい

健康

地域

障害

希望

想い

願い意思

不安



参照：http://zspi.jp/2016/11/4664.html

住環境整備



55

ゆりさん(家族)の
ストレングス

地域性・家族史・価値観・幸福感・文化等



ストレングス
アセスメント

6

• 内面が見え
てくる

• 内面が見え
てくる

• 生活歴が
見えてくる

• 生活歴が
見えてくる

• 関係性が
わかる

• 関係性が
わかる

• 支援のポイ
ントが見え
てくる

• 支援のポイ
ントが見え
てくる

趣味

興味

関心

環境

(機関・
人)

性格

人柄

個性

才能

素質

本人が、できないことを認め、
できることを見つけて活かす支援



①潜在的なニーズの掘り起こし

②暮らし全体のアセスメント

③医療・教育などの他分野、地域とのつな
がる

ニーズの把握のためには・・・？



①目的と連携のあり方の明確化

②医療機関（病院・在宅医・専門医など）の役割を
明確化

③「暮らしに活力」「自分らしい生き方」 （「リスク回
避の快適な寝たきり生活」といった介護支援計画に
しない）

④本人がこれまで「経験できていないことへの挑
戦」 (最新技術活用等)

⑤ 「家族には家族に必要な支援」

コーディネートのポイント



①ストレングスの視点で本人の理解

②疾患・障害に生活ニーズを合わせるのでなく、疾患・障
害を正しく理解することで生活ニーズを豊かに

③ 「できる」「できない」の視点でなく、どのような支援があ
ればできるか探る

④本人の生きにくさ、暮らしづらさはどこにあるのかを探り、
見えないニーズ・課題に向き合う

➄ライフステージに応じた発達支援と、自立に向けての支
援

⑥虐待の早期発見と防止、権利擁護の視点

コーディネーターの姿勢

同年代の子どもとして・・・！



社会福祉法人訪問の家 名里 晴美氏資料

ONE TEAM



医療的ケア児等の計画作成のポイント

１ • 「障害児である前に、一人の人間である。」という視点

２ ・ This is me!(生き方の多様性)

３ • 疾患や障害特性など正しい知識を持ち、理解して作成する。

４ • 本人自身、家族の意向を汲み取りエンパワメントの視点で作成する。

５ • 各支援機関の役割を明確にし、協働できるように作成する。

命と暮らしの保障

共通性と
特殊性

本人と家族の幸せ丁寧さの違い

連携

新たな創造と模索
先端
技術 共生社会

スタートライン



１ • 潜在的なニーズの掘り起こし(Ｔｈｉｓ me)

２ • 暮らし全体のアセスメント

３ • 連携、地域とのつながり

４ • 関係機関の情報共有、目的・役割の明確化

５ • 暮らしに活力、自分らしさ、先端技術活用

６ • 家族には家族への支援

地域生活支援総合計画

具体的な作成ポイント



「相談支援ファイル」の重要性



県内にある 「相談支援ファイル」

子どもと保護者に寄り添いながら支援をつないでいくための
ツール（道具）です。



相談支援ファイル



さんさんリレーファイル



































ひろやんまま
2013年夏の甲子園で準優勝を果たした延岡学園のある、宮崎県延岡市に住んでいます。

我が家には6人の子どもがいて、末っ子の海弥(ひろや)は重度の障害があり寝たきりの状態です。
➡2015年12月11日17時00分、急性肺炎の重症化による敗血症性ショックでお空に旅立ちました。

子どもの事、障害のこと、医療・福祉にまつわる事、日常の愚痴など、ブログに綴っています。



【さんさんリレーファイル】
海弥のように、特別な支援や配慮を必要とする子ども達の成長や現状を整理し、家族・医
療・保健・福祉・教育・行政機関など本人の支援に関わる支援者が、本人の特性やニーズを
共通理解しながら、ライフステージを通して一貫した支援ができるよう宮崎県(延岡市)が独自
で始めた取り組みで、カルテのような個人情報ファイルです。

海弥はほとんどの時間を眠って過ごしているため、快、不快、喜怒哀楽を表情で表現するこ
とがないため、支援者がいつも戸惑ってしまいます(;^_^A

このファイルには、海弥なりの表現の仕方、安楽に過ごせる方法、海弥に必要なケアなど誰
が見てもわかるように作っています。

所定の様式では不足している部分もあるため、海弥独自のものも足しています。

毎月1クールで利用しているショートステイの時には必ず持って行き、目を通してもらうのです
が、最初の頃は認知度が低く、『こんな大事なものは責任持てないので、お持ち帰り下さい』
と言われることも…(-_-;)

ようやく、最近になって、看護師さんたちも活用してくれるようになり、海弥もショートステイ中、
穏やかに過ごせるようになりました。

海弥のように医療ケアが必要な子は、将来的には施設にお願いするしか道はありません。





意思決定とは？
ある目標を達成するために、複数の
選択可能な代替的手段の中から最
適なものを選ぶこと

末永恭氏作成資料



心に浮かべる漠然とした「想い」や「考え」

を形にし、 本人が主体的に何かを選択し

ていくことを支援するプロセス

意思決定支援とは？

想いをくみとり実現する支援



意思決定支援のプロセス

①

形成

• 「想い」の形成

• 「情報」「経験」「体験」

②

表出

• 「想い」を形にする

• 自己主張

③

選択・決定

• 自分で選ぶ(自己決定)



支援者の意思受信能力
言語化されない思いをキャッチできているか？

行動の奥にある利用者の想いにきちんと対応できて
いるか？

問われているのは障がい者本人の意思表出能力
ではなく、支援者側の意思受信能力である



医療的ケア児への
意思決定支援

① 意思決定支援の追求

② 困難な人への意思決定支援の仕組みづくり

③ 本人の最善の利益

④ ラストリゾートしての代行決定

⑤ 過去・現在・未来（自分史作り）

⑥ 最新技術との連携



ストーリー（物語り）作り

• 医療的ケア児の意思表明は個別性が高い

• この人は「おそらくこうしたいのだろう」という仮
説をもとに、経験を積んでいく

• 客観的に捉えるのは難しいが、この人なりの意
思決定を表す重要な様子をエピソードとして積
み上げていく

• 本人・家族の歴史に寄り添う



“完全に認識が変わった。

これまでは自分が植物状態になれば無
理に生きたくはないと漠然と考えていた
が、今は違う。

植物状態になっても生きていたいし、妻
にも何があっても鼻の栄養チューブを抜
かないでくれとお願いした。
意識とは何か、生きるとはどういうことか。

従来の価値観がひっくり返る驚天動地の
物語だ。"
──角幡 唯介・評(『文藝春秋』2018 年12 月号より)

•著者：エイドリアン・オーウェン
•翻訳：柴田 裕之
•出版社：みすず書房
•装丁：単行本（320ページ）
•発売日：2018-09-19

本書は「脳の機能が失われて意
識は存在しない」とされていた植
物状態の患者との対話を試みて、
彼らの意識の存在を明らかにした
ドキュメンタリーである。

植物状態の人との「対話」とは



fMRIとは？
fMRIはMRIのもたらす構造情報の上に、脳の機能活動
がどの部位で起きたかを画像化するものです（図1）

東北福祉大学資料



脳波で
文字入力

大阪大学研究チーム



言葉や態度や表情で、表現することができない人が存在するこ
とを、どうすればわかってもらえるのか悩みます。誰にもわかって
もらえない人の心を救えるのは、やはり人だと思います。

話せない人に対しては、気持ちを推測するしかないのはわかり
ます。しかし、見かけの言動だけで、話せない人の気持ちまで、す
べてわかったように、決めつけないでほしい。本当の気持ちは、そ
の人にしかわからないはずです。

思ってもいないことを、まるで本人の意見のように断定されると、
それに対して弁解もできない人は、ただ、従うしかない。話せない
人の心の中を想像して言う言葉は、あくまでも言っている人の意
見だということを、忘れないで欲しいです。

自閉症の作家・東田直樹氏の言葉

「想いをくみとり実現する支援」を！


